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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外側チューブと前記外側チューブより柔軟及び／又は弾力的な内側チューブを含む複合
チューブ（１）と、前記複合チューブ（１）を強化するためのコイルばね（２）と、を備
える内視鏡シャフトであって、
　前記コイルばね（２）は、弛緩状態における外側直径が前記内側チューブの内側直径よ
り大きく、前記内側チューブにスプリングバイアスにより好適に緩く挿入され、前記内側
チューブを半径方向に押圧することを特徴とする内視鏡シャフト。
【請求項２】
　前記コイルばね（２）の半径方向の押圧力は、前記コイルばね（２）が前記内側チュー
ブおよび前記外側チューブの壁を通じて、前記外側チューブの表面に表面構造を形成する
程の大きさに与えられることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡シャフト。
【請求項３】
　前記外側チューブの表面の前記表面構造は、前記コイルばね（２）の巻線に対応する螺
旋形の山と谷をなすことを特徴とする請求項２に記載の内視鏡シャフト。
【請求項４】
　前記外側チューブは９２ショアＡ硬度を有し、前記内側チューブは６０ショアＡ硬度を
有することを特徴とする請求項１～請求項３のいずれか１項に記載の内視鏡シャフト。
【請求項５】
　前記外側チューブはＰＵＲからなり、前記内側チューブはＰＶＣからなることを特徴と
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する請求項４に記載の内視鏡シャフト。
【請求項６】
　前記外側および内側チューブは共押出成形されることを特徴とする請求項１～請求項５
のいずれか１項に記載の内視鏡シャフト。
【請求項７】
　前記外側チューブ壁の厚さは前記内側チューブ壁の厚さより小さいことを特徴とする請
求項１～請求項６のいずれか１項に記載の内視鏡シャフト。
【請求項８】
　前記コイルばね（２）は、矩形のスプリング形状を有することを特徴とする請求項１～
請求項７のいずれか１項に記載の内視鏡シャフト。
【請求項９】
　前記シャフトの長さは約２.５ｍであることを特徴とする請求項１～請求項８のいずれ
か１項に記載の内視鏡シャフト。
【請求項１０】
　駆動チューブに移送力を与えるように前記駆動チューブと摩擦噛合する駆動手段を含む
駆動装置によって取囲まれ、二回裏返される駆動チューブからなる外翻チューブ駆動部を
含む内視鏡であって、
　内視鏡シャフトは、前記駆動チューブ内でスライディングするようにガイドされ、前記
駆動手段のための半径方向のカウンターベアリングを形成する請求項１～請求項９のいず
れか１項に記載の内視鏡シャフトであることを特徴とする内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複合チューブからなる内視鏡シャフトに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、癌、ポリープ、痔瘻等のような病理的組織変化の検査、必要時にはこれを治療す
るために、患者の結腸の例えば２.５ｍという相当な距離まで内視鏡が挿入される。この
ような非常に長い挿入距離を克服するために、新種の内視鏡は、例えば内視鏡シャフトを
取囲む外翻チューブ(everting tube)からなる駆動装置を備え、駆動装置によって進行す
ることで、内視鏡シャフトに移送力を与える。
【０００３】
　上記のように、内視鏡シャフトを前後に駆動させる外翻チューブ駆動部を含む内視鏡は
、多くの特許刊行物に開示されている。このような内視鏡は、実質的に外翻チューブ内で
スライディングして挿入される内視鏡シャフトから構成される。外翻チューブは、内視鏡
シャフトの遠位端および近位端で裏返されるＰＶＣまたはシリコンチューブからなり(二
重構造の外翻チューブ)、チューブの中央部分に配置される駆動装置を含む。外部へと裏
返されたチューブの各端部は再び駆動装置にガイドされ、望ましくは駆動装置のハウジン
グに固定される。
【０００４】
　駆動装置自体は、望ましくは多数の駆動輪またはクローラ(crawler)を有する連続前進
メカニズムまたは不連続駆動メカニズムのいずれか１つから構成される。基本的に、駆動
装置は、単に内視鏡シャフトに駆動力を与える外翻チューブを駆動するだけである。この
ために、駆動装置およびその駆動メカニズムは、それぞれ内側外翻チューブ部と摩擦接触
し、移送力は摩擦により内側外翻チューブ部に伝えられる。外翻チューブの内側部に与え
られる移送力は、内視鏡シャフトに固定されたストッパーと接触し、それに向かってスラ
イディングされる遠位の裏返される部分のそれぞれの前方移動を引き起こす。これによっ
て、外翻チューブの遠位の裏返される部分の前方移動は、ストッパーを通じて内視鏡シャ
フトに伝えられ、これによって内視鏡シャフトは内側外翻チューブ部の内部へと引き込ま
れる。
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【０００５】
　従って、運動学的条件により、内側外翻チューブ部の進入速度は内視鏡シャフトの進入
速度の２倍であるため、相対的なスライディング移動が移動の同期化として必要である。
【０００６】
　前述のように、従来技術によれば、内側外翻チューブ部に十分な移送力を伝達するため
には、駆動メカニズムが内側外翻チューブ部によって所定の最小接触力で押圧される必要
があるのは明らかである。しかし、これは駆動メカニズムの領域において、実質的に内視
鏡シャフトの選択的湾入(indenting)を引き起こす。また、この場合、内視鏡シャフトと
内側外翻チューブ部の間の高い摩擦を克服する必要があるが、これは内視鏡シャフトの十
分な潤滑によってのみ可能となる。また、駆動メカニズムは短期運用または長期運用の際
、内視鏡シャフトを変形させ、外翻チューブおよび外翻チューブ内で支持される内視鏡シ
ャフトの不均一な移送を誘発するということが明らかになっている。
【０００７】
　所定の距離にかけて患者の結腸内に内視鏡を挿入可能にするためには、内視鏡シャフト
が高い柔軟性と弾性を有しなければならない。しかし、これは駆動メカニズムに対し十分
に強いカウンターベアリングを形成するために必要な内視鏡シャフトの特性と相反する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　上記のような問題点を解決するために、本発明は、十分な弾性を有し、内視鏡シャフト
を取囲む外翻チューブの駆動装置のためのカウンターベアリングとして用いることができ
、さらに内視鏡シャフトと前記内視鏡シャフトを取囲む外翻チューブの間の摩擦を減少で
きる複合材料からなる内視鏡シャフトを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的は、本発明の請求項１の特徴を含む複合材料からなる内視鏡シャフトによって
達成される。また、本発明のさらなる利点が従属項に記載される。
【００１０】
　本発明の一態様は、外側チューブ、外側チューブより柔軟で弾力的な内側チューブを含
む複合チューブと、弛緩状態における外側直径が内側チューブの内側直径より若干大きく
、複合チューブを強化するためのコイルばねからなる内視鏡シャフトを提供する。コイル
ばねは所定のスプリングバイアス(半径方向のオーバーサイズと共にスプリング強度に依
存する)により内側チューブに好適に緩く挿入され、内側チューブを半径方向に押圧する
。
【００１１】
　したがって、コイルばねは、材料的な強度だけでなく半径方向にバイアスされるように
取付されることで、内視鏡シャフトに対し次に配列される駆動装置のための改善されたカ
ウンターベアリングとして作用し、これによって、駆動装置の押圧力による内視鏡シャフ
トの半径方向の変形が防止される。
【００１２】
　本発明の他の様態は、外側円周面が螺旋形構造の外側チューブを含む内視鏡シャフトを
提供する。即ち、チューブの外側円周面は、チューブの軸方向に螺旋形に延長される山(p
rotrusion)/谷(rip)を形成する。
【００１３】
　ここで、内側チューブに作用するコイルばねの半径方向への外向押圧力は、コイルばね
が内側チューブおよび外側チューブの壁を通じて、外側チューブの外部に構造物を作り出
す程の大きさに与えられることが望ましい。また、望ましくは、外側チューブの外部上の
構造物はコイルばねの巻線形状に対応する。これは、駆動により外翻チューブが内視鏡シ
ャフトの周囲で相対的に移動可能に配置され、駆動装置の駆動力が作用する外翻チューブ
と内視鏡シャフトの間の接触面が減少し、内視鏡シャフトと外翻チューブの間の摩擦が減
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少するという利点を有する。また、上記外部構造(表面構造)は、圧入される潤滑剤が集ま
る収容部(ポケット)を形成することで、摩擦をさらに減少させることができる。
【００１４】
　従って、２.５ｍの内視鏡シャフトの長さにかけて、部分的に内視鏡シャフトの弾性を
最適化させるように、軸方向の長さにかけて相互異なるスプリング強度、傾斜勾配、およ
び/または外側直径を有するコイルばねを設けることが望ましい。
【００１５】
　また、本発明は、駆動装置によって取囲まれ、望ましくは二回裏返される駆動チューブ
からなる外翻チューブ駆動部を含む内視鏡を提供する。駆動装置は、駆動チューブに移送
力を与えるように駆動チューブと摩擦噛合する駆動手段(例えば、摩擦輪)を含む。本発明
によれば、駆動チューブ内でスライディングするようにガイドされ、駆動手段のための半
径方向のカウンターベアリングを形成する、前述した特徴を持つ内視鏡シャフトが提供さ
れる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の実施例による外翻チューブ駆動部を含む内視鏡シャフトの側面図である
。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、本発明を添付された図面を参照しながら望ましい実施例によって詳しく説明する
。
【００１８】
　内視鏡シャフトは、摩擦が最適化された外側表面を有する複合チューブ１からなる。具
体的に、複合チューブは、２つの共押出成形または接着される内側チューブおよび外側チ
ューブからなり、内側チューブは外側チューブより柔軟な物質からなる。内側チューブは
複合チューブの最小柔軟性を保障し、外側チューブは表面の良好な摩擦特性と変形に対す
る最小抵抗を保障する。具体的に、内側チューブは略６０ショアＡ硬度を有し、外側チュ
ーブは略９２ショアＡ硬度を有する。また、内側チューブはＰＶＣからなり、外側チュー
ブはＰＵＲからなることが望ましい。
【００１９】
　また、コイルばね２は半径方向の強度を提供するために複合チューブ１内に挿入される
。具体的に、内側チューブは弛緩状態のコイルばね２の外側直径より若干小さい内径を有
する。先ずスプリング２は、ねじられることで直径が縮小し、そして実質的に内側チュー
ブの全体長さにかけて内側チューブの内側直径に挿入された後弛緩する。その後、コイル
ばね２の直径は復元力によって元の状態まで広くなり、これによってコイルばねは複合チ
ューブ１に半径方向の力を印加することで、複合チューブ１を若干拡張させる。
【００２０】
　具体的に、挿入されたコイルばね２の半径方向の型締め力(Clamping Force)は、それぞ
れの巻線が複合チューブ１の外部に現れるようにすることで、螺旋形の山と谷が作り出さ
れる。スプリングの形状は、例えば複合チューブ１の復元力または内視鏡シャフトに装着
された内視鏡の駆動装置の押圧力によって、緩く挿入されたスプリング２の変形を最大限
に抑えることができる矩形であることが望ましい。また、複合チューブ(複合チューブお
よび薄板ばね)の自由内側直径(free inner diameter)は矩形スプリングの形状によって拡
大される。
【００２１】
　複合チューブ１の近位端、即ち完成された内視鏡が動作する間に患者の身体開口部から
はみ出る後端部では、金属給油ノズル４は、薄板ばね３と複合チューブ１が共に固定され
ている状態で配置される。
【００２２】
　スプリングは、矩形の代わりに、円形または楕円形に設けることも可能である。また、
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は、複合チューブ１の強度は複合チューブの長さ関数に左右される。これは患者の結腸内
部における「移動距離」の最適化に有利である。
【００２３】
　他の実施例によれば、長さ方向にかけて所定距離離隔される間隔でスプリングの外側直
径を変更させ、コイルばねを最適化することができる。これは、コイルばねが前述した複
合チューブの外部を特定の構造に形成することで、複合チューブが長さ方向に異なる強度
に形成することができる点に基づく。外翻チューブ駆動部を有する内視鏡シャフトが装着
される内視鏡に対する本発明の内視鏡シャフトの長所および効果は次のようである。
【００２４】
　本発明による内視鏡シャフトが装着された内視鏡は、摩擦移送力伝達する駆動装置によ
って取囲まれ、望ましくは二回裏返されたチューブからなる外翻チューブ駆動部を含む。
この駆動装置は、駆動手段、例えば駆動輪またはクローラが外翻チューブの長さ方向に駆
動するように、これらを半径方向に内側チューブ部と摩擦接触する状態にする。このよう
な内側外翻チューブ部の駆動は、外翻チューブの先端(遠位端)および/または後段(近位端
)の外翻領域で、相対的に外翻チューブの内部で移動可能に支持される内視鏡シャフトに
伝えられる。上述したように、内視鏡シャフトと駆動チューブの内側チューブ部の間の相
対的な移動能力は非常に重要である。
【００２５】
　十分な摩擦接触を提供するために、駆動手段は特定の半径方向の力により内側外翻チュ
ーブ部に押圧される必要があるので、内側内視鏡シャフトは駆動手段のためのカウンター
ベアリングとして機能する。この場合、内視鏡シャフトと内側外翻チューブ部の間の摩擦
が増加することは明らかである。
【００２６】
　上記のような問題点を解決するために、最適化された２つの物質を用いる。即ち、柔軟
で弾性的な内側チューブは、内視鏡シャフトが患者の結腸を過剰に拡張せず弾力的に結腸
の屈曲を従うように、患者の結腸における内視鏡シャフトの前方移動を保障する。内側内
視鏡シャフトより丈夫な外側チューブは、半径方向に所定の最小強度を保障することで、
外翻チューブ駆動部の駆動手段のためのカウンターベアリングとしての働きをする。この
ように、外側チューブの壁は内側チューブの壁より実質的に小さい厚さを有しながらも、
十分な半径方向の強度を保つことが明らかになった。
【００２７】
　内側チューブより半径方向に大きいサイズを有し、内側チューブに単に(緩く)挿入され
るだけのコイルばねは、全体複合チューブの拡張を誘発することで、外側チューブの外部
で巻線の圧縮を誘発する。コイルばねは外側チューブのカウンターベアリングの機能をす
ることで、内視鏡シャフトの駆動装置によって駆動手段領域で移送される間の圧縮または
半径方向の変形を防止する。コイルばねは、全体長さにかけて内視鏡シャフトの弾性を若
干増加させる。結果的に、コイルばねの半径方向の押圧力によって作り出される、外側チ
ューブ外部の螺旋形円周方向の溝は、内視鏡シャフトと内視鏡シャフトを取囲む駆動外翻
チューブの間の接触面を減少させる。このような減少された支持面によって、内視鏡シャ
フトと外翻チューブ間の摩擦力を減少させることができる。つまり、溝は内視鏡シャフト
と駆動外翻チューブの間に圧縮された潤滑剤が集まる潤滑剤ポケットを形成する。
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态螺旋弹簧2的外径大于内管的内径，并且优选地通过弹簧偏压松散地插
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